
（別紙４）

～ Ｒ８年　3月　7日

（対象者数） １１名 （回答者数） ９名

～ Ｒ８年　2月　28日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ Ｒ８年　3月　7日

（対象数） １１事業所 （回答数） ９事業所

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問をした職員だけでなく、訪問後職員間で状況などを確認

し、多方面から考えるようにしていきたい

2

アセスメント方法や訪問先への伝達方法など工夫ををしてい

きたい

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事前に情報収集が出来ることに関しては事前に行い、訪問時

の確認内容なども職員間で共有をしていく

2

3

○事業所名 Clover Kids

○保護者評価実施期間 R8年　２月　17日

○保護者評価有効回答数

R8年　２月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 Ｒ８年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年　２月　17日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問の経験が少ないところもあり、訪問先のアセスメントや情

報収集が不十分となる可能性がある

訪問の職員が経験が少ないこともあり、訪問先の全体を見るこ

とが不十分となりやすい

当事業所の児童発達支援と放課後等デイサービスを利用してい

る児童に保育所等訪問支援を行っており、児童の事を知ってい

る職員が訪問に行くことで、訪問先とも課題や困り感などを共

有できることも多い

必要に応じて児童発達支援や放課後等デイサービスで使用して

いるツールなどを持っていき紹介などもしている。事業所で使

用しているものが訪問先の施設に無い時でも本人の強みを共有

したりと、課題解決に向けて共有を心がけている

リハ専門職も配置しており、リハの専門的なアセスメントを行

える

児童発達支援や放課後等デイサービスでのアセスメントをもと

に、行動面や動作面での感覚面の影響などを伝えるようにして

いる

事業所における自己評価総括表公表


